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発行者 

第 4期同期会会長 福内 一之 

平成２３年７月３１日発行 Ｎｏ４ 

ネットワーク 

第４期同期会 

 なでしこJAPANの快挙は素晴らしく久しぶりに喜び涙しましたね。彼女らの活躍は、日本中の人々に

勇気と努力することのありがたさを、教えてくれました。 

 さて、皆さんはどうでしょうか。夢追いを続けている方、まだ仕事に夢中の方、色々だと思います。 

今回の会報にも４期生の活躍を載せています。熟読ください。 

 そして、もう一つのお願いですが、卒塾して２年ちかく、一度も顔を合わせていない方もおられます。

そこで秋か冬の１日『全員参加の夕べ』を催したいと思っています。適切な場所などありましたら教えて

ください。 

Opinion 

 会長 福内 一之 

 

ゆううつな梅雨もあけ青空がひときわ爽快に感じら

れる今日この頃です。 

卒塾して早２年が過ぎ、如何お過ごしでしょうか。 

それぞれの立場でご活躍のことと拝察申し上げます。 

先日、６期生の入塾式が行われました。我々同窓

生として、夢追塾を応援し運営に協力して行かなけれ

ばならないと改めて確認致しました。 

同窓会は５期生の卒塾で２００人を超える大きな組

織となりました。これからの同窓会のありかたを再検討

するとともに、各事業への支援活動および４期生ほの

ぼのネットワークの活動をいかに充実させていくべき

かを考えて行きたいと思っております。４期生の存在

は大きな役割を担っており団結力が評価されていま

す。これから、より強く団結していくためにも年に一度

全員参加で「わいわいがやがや飲んで食べる会」を催

したいと思っています。 

４期生の元気溢れるパワーを維持する為にも 
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 石崎 勝之 

生涯現役夢追塾４期卒塾同期会（ほのぼのネットワー

ク）の皆様、お変わり有りませんか。 

あなたの夢を支えあう NPO「き・ず・な」は更なるス

テップアップを目指し皆様との楽しい出会いの機会を

多く持てる様に、楽しい語りの場交流会を開催していま

す。 

開催日 第２月曜日（穴生学舎夢追塾サロン） 

 第４月曜日（ウエル戸畑 7階小会議室） 

交流会テーマ 

① 自然環境 ②人 ③健康 ④地域  

をベースにしていますが、参加者の皆様の自由なテ

ーマで、5分～30 分、自分の思いや、願いを語って

いただいています。 

内容も充実して、楽しい時間を共有し又新しい「き・

ず・な」が結ばれています。 

皆様お忙しいと思いますが、お気軽に立ち寄ってく

ださい。大歓迎です。 

  

   

Schedule 

８月６日(土)： 高須えにしカキ氷出店（香月英）、 

     笑っちゃらんかい(片岡)、わっしょい百万（よさこい） 

８月１８日(木)： 夢追塾チャリティーゴルフ（同窓会有志） 

１０月２２・２３日（土日）： 穴生学舎食の祭典（同窓会） 

１０月２９日（土）： 若松ウォーキング大会（同窓会）、 

  パラグライダー全国大会＆苅田町秋満喫祭（新見・桝谷） 

１０月： 久賀島訪問予定 
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香月 信義 

 現在、若松、戸畑、八幡西の中小企業を訪問、福利厚

生面のお手伝いをしながら浄土真宗の勉強会に参加し

仏教の基礎を教わっています。今年は親鸞聖人の 750

回忌法要が行われており、私も西本願寺へ行きました。 

 私が行った日は 3,600 人が本堂にて読経。その中に、

以前新日鉄の技術者として活躍された方がおられまし

た。その方が住んでいる団地は、数年前から高齢化が進

んでスーパーがなくなり、今話題の「買物難民団地」とな

ったのですが、その方が中心となって食料品・日用雑貨

の仕入れルートを捜し、自分たちで朝市を開くまでになり

ました。住民からは喜ばれ、マスコミにも取り上げられて、

市から援助金も頂いたそうです。 

 その話を聞いて、夢追塾卒塾生として何もしていない自

分を恥じました。 

 夢追塾での事をもう一度ふりかえり、少しでも行動をと

おもいました。 

欲 望 は 限 り な く 

 

野口 逸子 

縁あって「夢追塾」で学び、多くの人々と巡り合い、

語り合い、時には飲食したりした。生涯現役の未来を

語ることなんて、ついぞ考えたことはなかった。深く考

えることもなく入塾したのだけれど、それぞれの豊かな

実りを秘めた人生を歩んでこられた方々の、豊富で多

種多様なエネルギーに、接することは大変刺激的だっ

た。この刺激をもっと欲しいと思い、ナビ補佐にさせて

頂いた。 

五期生の方々と出会い、また別の人生を勉強させて

頂き、再度感激をする事が出来た。欲望は限りなく、も

っと出会いたい。この思いは泉の如く湧き出でてくる様

である。私の両手には「様々な人生の豊饒な香り」が匂

い立っている。 
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ペンリレー  東日本大震災に思うこと 

村山 勝己 

 

東日本大震災は、未だ 1 万人超規模の被災者の皆さん

が避難所で非人道的な生活を強いられている様子を見る

たびに胸が痛みます。 

一方、世界・全国各地から義援金やボランティア活動等

種々の支援活動には、善意と心温まる人間性を感じていま

す。それに対して、政府は被災者の生活再建や日本の将

来のエネルギー政策等を無視して、野党との政局騒動に

明け暮れ、まことにお粗末極まりない。更に、玄海原発 1号

機は古くて日本一危険な原子炉と警告されています。にも

かかわらず、2・3 号機を財界と結託して再稼働しようとする

とは、情けない。もっと議論をしてほしい。 

私が勤務している社会福祉法人「年長者の里」は、大震

災直後から職員・入居者様と一緒になって義援金を集め、

市社会福祉協議会へ託しました。現在も継続中です。 

更に、社会福祉という立場から、94 歳の要介護３の被災

者様を施設に受け入れています。現在 3 名程度ボランティ

アを派遣する準備を進めています。 

復興まで長期間かかると言われており、しっかりと継続支

援を行っていきます。  

 次回は 末松 さん、お願いいたします。 

奇跡の出会い 

高 和美 

朝５時起床。 

娘の富士登山のための体慣らしとウスキキヌガサダケに会い

に宗像市の城山に登った。教育大の登山口から登り始める

と早朝にもかかわらずいろんな人とすれ違う。 

挨拶は「ウスキキヌガサダケに会えるといいですね。」 

突然、「ありましたよ」と大きな声に呼び止められる。 

眺めている間に刻々とドレスを広げ貴婦人に。 

何日か通っても会えない人もいるのに、 感動でした。 

頂上で記帳し、下りにはもうドレスは、虫のえさになったりし

て面影もない。一瞬の出会いでした。 

ウスキキヌガサダケ         キヌガサダケ 

 


